
    

    

    

    

                             

 

 

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

この冊子は、診断を受けている子どもだけでなく傾向を有する子どもを含めて、非行等

問題行動への指導の参考になるよう作成しました。 

 

 

    静岡県総合教育静岡県総合教育静岡県総合教育静岡県総合教育センターセンターセンターセンターのののの教育相談教育相談教育相談教育相談            

＜＜＜＜会場会場会場会場＞＞＞＞    

    東部東部東部東部：：：：沼津視覚特別支援学校沼津視覚特別支援学校沼津視覚特別支援学校沼津視覚特別支援学校    金曜日金曜日金曜日金曜日            

    中部中部中部中部：：：：県静岡総合庁舎県静岡総合庁舎県静岡総合庁舎県静岡総合庁舎    毎日毎日毎日毎日    

    西部西部西部西部：：：：県総合教育県総合教育県総合教育県総合教育センターセンターセンターセンター    月月月月・・・・水水水水・・・・金曜日金曜日金曜日金曜日        

＜＜＜＜申申申申しししし込込込込みみみみ電話電話電話電話＞＞＞＞    

    ０５４０５４０５４０５４－－－－２８６２８６２８６２８６－－－－９１９６９１９６９１９６９１９６（（（（平日平日平日平日９９９９：：：：００００００００～～～～１７１７１７１７：：：：００００００００））））    

 

 

 

 

 

         

   

 

   

 

 

    

                                        

    

        

    

        静岡県総合教育静岡県総合教育静岡県総合教育静岡県総合教育センターセンターセンターセンター        人人人人づくりづくりづくりづくり支援課支援課支援課支援課    教育相談班教育相談班教育相談班教育相談班            

この冊子は、静岡県総合教育センターのホームページ（教育相談・生徒指導・進路指導に関すること）

と静岡県学校間情報ネットワークからダウンロードできます。 

    

アスペルガーアスペルガーアスペルガーアスペルガー症候群圏症候群圏症候群圏症候群圏のののの子子子子どものどものどものどもの    

非行等問題行動非行等問題行動非行等問題行動非行等問題行動へのへのへのへの対応対応対応対応    



    こんなことありませんかこんなことありませんかこんなことありませんかこんなことありませんか        

 

           

             

   

              

 

 

 

 

   

 

そそそそのようなのようなのようなのような生徒生徒生徒生徒のののの中中中中にににに    

「深刻なことをしてしまったという怖れの感覚が見受けられない。」    

「考えさせて自分で答えを見付けさせようとしたが、それができない。」 

「こちらの言葉の揚げ足を取るようなことを言う。」 

 そして、これまで実践してきたような指導が通じない。 

                                                                    なぜなぜなぜなぜ    通通通通じないのかじないのかじないのかじないのか、、、、通通通通じるじるじるじる指導指導指導指導はははは？？？？    

    

        

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

－１－ 

 

・勉強に対する無気力 

・生き物をいたぶる 

・不登校 

・家庭内暴力 

・親や教師へ反抗 

・うそを言う 

・危険な物を持ち歩く 

・抑うつ症状、強迫症状 

・心身症 

 
 

 

障害障害障害障害がががが存在存在存在存在することのすることのすることのすることの気付気付気付気付きのきのきのきの遅遅遅遅れれれれ 

１ 学業成績はよい場合 

２ 学校では適応困難が見られるが、家庭では目立たない場合 

３ 年齢的に問題行動とはみなされない場合 

このほか、年齢とともに周囲の要求水準が上がったため、ストレスが加

わり、障害の特性がようやく強く現れるようになることもあります。この

ため、中学・高校年代ではじめて問題行動があらわれ、ようやく特別な教

育的支援を始めることとなる例があります。 

＜＜＜＜図書図書図書図書・・・・文献文献文献文献のののの紹介紹介紹介紹介＞＞＞＞    

『自閉症とアスペルガー症候群』         

                         ウタ・フリス 東京書籍 

『アスペルガー症候群と高機能自閉症の理解とサポート』  

杉山登志郎 学習研究社 

『アスペルガー症候群と高機能自閉症 青年期の社会性のために』 

                          杉山登志郎 学習研究社 

『講談社現代新書 発達障害の子どもたち』         

杉山登志郎 講談社 

『教師のための高機能広汎性発達障害・教育マニュアル』 

                あいち小児保健医療総合センター 少年写真新聞社 

『私の障害、私の個性』 

                     ウェンディ・ローソン 花風社        

『発達障害と少年非行 司法面接の実際』 

                           藤川洋子 金剛出版 

『新潮選書「非行」は語る 家裁調査官の事例ファイル』 

                           藤川洋子 新潮社 

『なぜ特別支援教育か 非行を通して見えるもの』 

                           藤川洋子 日本標準 

『発達障害は少年事件を引き起こさない』 

                           高岡 健 明石書店 

『現代のエスプリ アスペルガー症候群を究める Ⅰ』 

                                至文堂        

『こころのりんしょうVol.25 No.2』                

星和書店 

小栗正幸「発達障害が引き起こす二次障害へのケアとサポート⑥少年非行と二次障害」 

   『月刊実践障害児教育2008年10月号』   学習研究社 

青木省三「成人期の広汎性発達障害への援助」 

                 『そだちの科学・No.8/4-2007』 日本評論社   

井野英江 飯田由美 佐々木司「広汎性発達障害（ＰＤＤ）の大学生の学生生活に対する

支援方法の検討－症例の検討を通して」   『臨床精神医学38』                              
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    保護者保護者保護者保護者とのかかわりとのかかわりとのかかわりとのかかわり方方方方        

アスペルガー症候群圏の子どもについては、「受容と共感」に終始するア

プローチが効果的でないことが強調されるあまり忘れがちになりますが、保

護者に対しては「受容と共感」がとても大切です。 

子どもは知的に問題がなかったりむしろ高かったりするため、障害がある

と認識されてこなかった例も多くあります。このような場合、障害の認知が

保護者にとっては大きな課題であり、このことについては、専門機関と連携

をとりながら取り組む必要があります。 

    

    

    アスペルガーアスペルガーアスペルガーアスペルガー症候群症候群症候群症候群圏圏圏圏のののの方方方方のののの社会社会社会社会でのでのでのでの活躍活躍活躍活躍：：：：ニキニキニキニキ・・・・リンコリンコリンコリンコ氏氏氏氏        

『俺ルール！自閉は急に止まれない』他、著作・専門書の翻訳が多数あり

ます。「自閉っ子、えっちらおっちら世を渡る」では、ニキさん自身が、さま

ざまな体験を重ねて、どのようにして自身の特性をつかみ、世の中のことを

理解していったか、ひとつひとつ具体的につづっています。ユーモアあふれ

る著作の数々は、アスペルガー症候群圏の生徒、かかわる教員のどちらにも、

力を与えてくれるでしょう。 

 

 

    青年期青年期青年期青年期・・・・成成成成人期人期人期人期のののの支援機関支援機関支援機関支援機関        

■発達障害者支援センター 

静岡県：静岡県発達障害者支援センター（静岡市有明）054-286-9038 

静岡市：静岡市発達障害者支援センター「きらり」  054-285-1124 

浜松市：浜松市発達相談支援センター「ルピロ」   053-459-2721 

■就労支援（厚生労働省委託実施事業） 

しずおか東部若者サポートステーション（三島市）  055-972-4344 

静岡地域若者サポートステーション（静岡市清水区） 054-355-5101 

 

 

 

－９－ 

    アスペルガーアスペルガーアスペルガーアスペルガー症候群症候群症候群症候群とはとはとはとは        

知的な遅れはないものの、自閉症圏内の障害です。幼児期は、親を求めな

い、目線が合わないなどのエピソードが見られます。言葉が出るようになっ

ても、オウム返しや、私―あなたという人称の逆転があったり、言語能力が

向上後も、比喩や冗談がわからなかったりします。興味の限局があり、好き

なことには大変詳しく、○○博士と呼ばれたりしていることもあります。順

序に固執するなどのこだわりが強くあります。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－２－ 

自閉症とは、3 歳位までに現れ、①他人との社会的関係の形成の困難

さ、②言葉の発達の遅れ、③興味や関心が狭く特定のものにこだわるこ

とを特徴とする行動の障害です。 

高機能自閉症は、自閉症のうち、知的発達の遅れを伴わないものをい

います。 

アスペルガー症候群とは、知的発達の遅れを伴わず、かつ、自閉症の

特徴のうち言葉の発達の遅れを伴わないものをいいます。 

これらの障害のほか小児期崩壊性障害やレット症候群を含めて、社会

性の障害を中心とする発達障害を広汎性発達障害と呼びます。高機能自

閉症とアスペルガー症候群をあわせて高機能広汎性発達障害とまとめ

て呼ぶことがあります。このリーフレットでは、アスペルガー症候群圏

という表記の仕方をしました。   

          
映画の中のアスペルガー症候群圏キャラクター 

「Ｍｒ．ビーン」や、「レインマン」、それから「ス

タートレック」に登場するスポック副長もひとつの

例です。アスペルガー症候群圏キャラクターのスポ

ック副長と勇気と情熱のカーク船長、人情味あふれ

るＤｒ．マッコイが互いの個性を補いながら活躍す

る様が素敵です。 



    アスペルガーアスペルガーアスペルガーアスペルガー症候群圏症候群圏症候群圏症候群圏のののの問題行動問題行動問題行動問題行動のののの解説解説解説解説        

対人接近型対人接近型対人接近型対人接近型    

    性的な逸脱行動（痴漢、年少児への性加害（同性・異性）、下着盗）が多

い。テレビ、漫画などをそのまま模倣した結果、事件となります。 

・悪質さから推測される人物像と本人の印象との間の隔たり 

・羞恥の念を抱く様子がほとんどみられない 

・性的関心の限局性（身体の一部のみ、特定の行為のみ） 

    

実験型実験型実験型実験型（（（（対人対人対人対人・・・・対物対物対物対物））））    

    本などで見たものを実験のように試して、事件となります。武器、火炎、

薬品、人体内部など関心の対象によっては重大な結果につながります。        

    

パニックパニックパニックパニック型型型型    

 興味関心を持っている物事に集中しているのを邪魔されたり、彼らの日常

習慣が破られたりするとパニックを起こしやすいことが知られています。時

として、他害行動に至ることとなります。 

    

本来型本来型本来型本来型    

    特定のものへの執着から、その収集のために万引、窃盗にいたることがあ

ります。また言葉を額面どおり受けとめるので、「やれるものならやってみ

ろ。｣と言われて、暴力をふるってしまった例もあります。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

－３－ 

  

アアアアスペルガースペルガースペルガースペルガー症候群症候群症候群症候群圏圏圏圏だかだかだかだからららら事件事件事件事件をををを起起起起ここここすすすすのではないのではないのではないのではない        

事件を起した少年がアスペルガー症候群圏であったという例が見受けられ

ます。このことで、この障害に誤解を持たないようにする必要があります。

支援の手がなく、環境要因があいまって、事件等に発展してしまうことがあ

ります。早期に診断されて適切なかかわりを受けていればこのような事件を

起こさなかったと専門家は語っています。 

 

        アスペルガーアスペルガーアスペルガーアスペルガー症候群圏症候群圏症候群圏症候群圏のののの子子子子どものどものどものどもの不登校不登校不登校不登校            

■■■■    ひたすらひたすらひたすらひたすら待待待待ってもってもってもっても解決解決解決解決はははは難難難難しいしいしいしい。。。。    

■ いじめやからかいからはいじめやからかいからはいじめやからかいからはいじめやからかいからは保護保護保護保護するするするする。。。。 

■■■■    子子子子どもへはどもへはどもへはどもへは登校登校登校登校をををを促促促促すすすす。。。。    

■■■■    家庭訪問家庭訪問家庭訪問家庭訪問はははは、、、、予告予告予告予告したしたしたした上上上上でででで行行行行うううう。。。。不意不意不意不意のののの訪問訪問訪問訪問はははは混乱混乱混乱混乱をををを起起起起ここここさせることさせることさせることさせること

があるがあるがあるがある。。。。    

■■■■    登校登校登校登校してよかったなとしてよかったなとしてよかったなとしてよかったなと思思思思えるえるえるえる物事物事物事物事をををを用意用意用意用意するするするする。 

■■■■    登校登校登校登校がががが不可能不可能不可能不可能であればであればであればであれば、、、、学習学習学習学習できるできるできるできる別別別別のののの場場場場をををを用意用意用意用意するするするする。。。。    

    

学校に行きたいけれど行けないという、葛藤を抱えるタイプの不登校とは

異なった対応が必要です。「登校する気持ちになれるまでゆっくり待ちましょ

う。」という対応は誤りです。つらい心情に理解を示しながら、それだけにそれだけにそれだけにそれだけに

終始終始終始終始することなくすることなくすることなくすることなく、、、、学校の必要性を丁寧に教える必要があります。 

その子が被害的に感じられる場面が多く、そのために不登校になっている

場合は、その場面を一つずつ分析し、周囲の人がなぜそのような行動をとっ

たのか、本人はどのようにすればよいのか教えていかなくてはなりません。 

集団に入ることに拒否感が強い場合は、いわゆるご褒美を与えることによ

り行動の変容を目指す方法が有効です（トークンエコノミー）。このようなか

かわり方は、一見、レベルが低いように見えますが、障害の特性に合わせた

かかわり方として有効です。非行の例も、基本は同じです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

－８－ 

  

登校刺激は、アスペルガー症候群圏の場合、適切に与えなくて

はなりません。このことを強調するあまり、アスペルガー症候群

圏でない子どもについては絶対登校刺激を与えてはいけないよう

に受け取れる文が散見されます。どのような子どもについても、

その不登校の類型やその時期によって登校刺激を控えたり与えた

りを適切に行う必要があります。 

 



 

７７７７    判断判断判断判断にににに迷迷迷迷ったときにはったときにはったときにはったときには、、、、理解理解理解理解あるあるあるある人人人人にににに助言助言助言助言をもらうようにをもらうようにをもらうようにをもらうように約束約束約束約束するするするする。。。。    

「頭にきたけれど、殴っていい？」と聞いてきた生徒･･･聞いてきたとい

う行動は大変望ましいことと評価できる。正しい行動を教示する。 

    

    アスペルガーアスペルガーアスペルガーアスペルガー症候群圏症候群圏症候群圏症候群圏のののの子子子子どもとのどもとのどもとのどもとの会話会話会話会話のののの工夫例工夫例工夫例工夫例        

 

指導場面や日常会話での例を挙げてみました。 

    

・あの子の気持ちを考えてみろ！ 

→○○さんがいやだと言ってるよ。 

 

・よそ見するな。 

→こちらを見なさい。 

 

・なんだ、その服装は！ 

  →シャツのすそを 

ズボンの中に入れなさい。 

 

・今、何をする時間かな？ 

  →今は、○○する時間だよ。 

 

・うるさくしていていいのかなあ？ 

  →静かにしよう。 

 

・早くやってしまおう。 

  →何時までにやろう。 

 

 

 

 

 

 －７－ 
 

幼児に注射を受けさせる時は

「痛くない、痛くない」・・・そ

んな風に言うものですが、アスペ

ルガー症候群圏の幼児には、「看

護婦さんは痛くないというけれ

ど、本当は少しだけ痛いよ、でも、

一、二って数えるうちに痛くなく

なるよ。」というように言ってあ

げます。 

 

    アスペルガーアスペルガーアスペルガーアスペルガー症候群圏症候群圏症候群圏症候群圏のののの子子子子どもへのどもへのどもへのどもへの不適切不適切不適切不適切ななななアプローチアプローチアプローチアプローチ        

１１１１    受容受容受容受容とととと共感共感共感共感にににに終始終始終始終始するするするするアプローチアプローチアプローチアプローチ    

 

２２２２    被害者被害者被害者被害者のののの身身身身になってみるようになってみるようになってみるようになってみるよう厳厳厳厳しくしくしくしく迫迫迫迫るるるる。。。。    

・アスペルガー症候群圏の障害は相手の身になって考えられない障害であ

る。 

 サリー・アン課題：検索・・・この課題は通常 4 歳程度でクリアされる

がアスペルガー症候群圏の子どもでは小学３・4 年くらいになってクリ

アされる。 

 

３３３３    そのうちわかるだろうとそのうちわかるだろうとそのうちわかるだろうとそのうちわかるだろうと待待待待つつつつ。。。。放置放置放置放置するするするする。。。。    

 

４４４４    集団一斉指導集団一斉指導集団一斉指導集団一斉指導    

 

５５５５    アスペルガーアスペルガーアスペルガーアスペルガー症候群圏症候群圏症候群圏症候群圏のののの子子子子どもにはどもにはどもにはどもには理解理解理解理解できないできないできないできない当当当当たりたりたりたり前前前前のののの言葉遣言葉遣言葉遣言葉遣いいいい    

 

（（（（１１１１））））あいまいなあいまいなあいまいなあいまいな表現表現表現表現    

 ・最近どう？ 

 ・適当にやればいいよ。 

・そのあたりが問題なんだよ。 

 

（（（（２２２２））））否定形否定形否定形否定形のののの指示指示指示指示    

・よそ見するな。 

 

（（（（３３３３））））言葉言葉言葉言葉のののの背後背後背後背後にあるにあるにあるにある意味意味意味意味をををを読読読読みみみみ取取取取るるるる必要必要必要必要があるがあるがあるがある表現表現表現表現    

・出て行け。 

・帰れ。 

 

（（（（４４４４））））比喩比喩比喩比喩やたとえやたとえやたとえやたとえ話話話話    
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    アスペルガーアスペルガーアスペルガーアスペルガー症候群圏症候群圏症候群圏症候群圏のののの子子子子どもへのどもへのどもへのどもへの望望望望ましいましいましいましいアプローチアプローチアプローチアプローチ        

１１１１    指示等指示等指示等指示等はわかりやすはわかりやすはわかりやすはわかりやすいものにするいものにするいものにするいものにする。。。。    

    

（（（（１１１１））））直接直接直接直接的的的的なななな指示指示指示指示のののの形形形形でででで行行行行うううう。。。。    

「××しないように」ではなく「○○をしてください」 

    

（（（（２２２２））））指示指示指示指示はははは個別個別個別個別にににに行行行行うううう。。。。    

     

（（（（３３３３））））言言言言いっいっいっいっ放放放放しにせずにしにせずにしにせずにしにせずに、、、、どのようにどのようにどのようにどのように理解理解理解理解したかをしたかをしたかをしたかを確認確認確認確認すすすするるるる。。。。    

（おうむ返しさせるだけでは不十分） 

    

（（（（４４４４））））抽象的抽象的抽象的抽象的なななな励励励励ましよりもましよりもましよりもましよりも、、、、具体的具体的具体的具体的なななな指示指示指示指示とととと約束約束約束約束をするをするをするをする。。。。    

                                                            （内容、期間、褒美、罰則）    

    

（（（（５５５５））））視覚的視覚的視覚的視覚的なななな手手手手がかりをがかりをがかりをがかりを活用活用活用活用するするするする。。。。    

事情の聞き取り、指導、相談においては、フローチャートのようなも

のを描きながらの「「「「目目目目でででで見見見見えるえるえるえる」」」」コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションが有効。 

会話の展開が、ゆっくりになることも、副次的に大切な効果である。 
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● 思考の流れを見せる。 

● 選択肢を与える。 

● 数直線を用いることも良い。  

（（（（６６６６））））それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの子子子子どもどもどもども特有特有特有特有のののの苦手要素苦手要素苦手要素苦手要素（（（（個々で異なるが、大大大大きなきなきなきな声声声声などなどなどなど））））

ははははコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションのののの中中中中からからからから排除排除排除排除するするするする。。。。    

 

（（（（７７７７））））感情感情感情感情はははは込込込込めずにめずにめずにめずに淡淡淡淡々々々々とととと接接接接するするするする。。。。    

指導側としては人情味に欠ける感があり抵抗感があるが、情緒理解が

困難という認知特性に合わせた説明の方が、納得してもらえる。 

「自殺はいい考えとは思えないね。一つには自殺に失敗して脳に損傷が

起こるかもしれない。これはよくないよ。」（C.Gillberg）  

 

２２２２    指導指導指導指導はははは「「「「権威権威権威権威」」」」がはっきりしたがはっきりしたがはっきりしたがはっきりしたものからものからものからものから行行行行うようにするうようにするうようにするうようにする。。。。    

この方がわかりやすく有効なケースが多い。校内では校長等、社会にお

いては警察等が考えられる。 

    

３３３３    戦争戦争戦争戦争ゲームゲームゲームゲームなどなどなどなど刺激刺激刺激刺激のののの強強強強いものへのいものへのいものへのいものへの熱中熱中熱中熱中があるがあるがあるがある場合場合場合場合はははは、、、、よりよりよりより安全安全安全安全なことなことなことなこと

がらへがらへがらへがらへ関心関心関心関心をををを移移移移したりしたりしたりしたり、、、、粘粘粘粘りりりり強強強強くくくく現実場面現実場面現実場面現実場面でのでのでのでの善悪善悪善悪善悪のののの区別区別区別区別をををを指導指導指導指導したりすしたりすしたりすしたりす

るるるる。。。。    

薬物や爆発、落下という自然現象、性的な事柄についても同様。科学的

な知識については、優れた資質として期待するとともに楽観視はしない。 

 

４４４４    環境調整環境調整環境調整環境調整をするをするをするをする。。。。    

臨機応変性を求められる環境や、周囲と調子を合わせていく環境は苦手

である。スケジュールにそって行動するような環境を与える。環境の調整

なしに、本人の成長のみを追及することは子どもを追い詰める。 

    

５５５５    望望望望ましいましいましいましい行動行動行動行動をををを増加増加増加増加させるはたらきかけさせるはたらきかけさせるはたらきかけさせるはたらきかけをするをするをするをする。。。。    

望ましい行動を増やすことにより、不適切な行動を抑える。 

 

６６６６    不適切不適切不適切不適切なななな行動行動行動行動をしたいをしたいをしたいをしたい気持気持気持気持ちになったらちになったらちになったらちになったら、、、、    

自分自分自分自分からからからから報告報告報告報告させるさせるさせるさせる。。。。    

        我慢している状態であることなども報告させる。 

報告を受けたら、報告して、行動化しなかったこと 

をほめる。 
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